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Abstract: In order to realize smooth information notification to a user in desk work, a system

needs to determine the suitable timing to notification by estimating a use state correctly. In this

paper, we propose a novel method to estimate user states with a pressure sensor on a desk. We

use a lattice-like pressure sensor sheet on a desk, and measures user’s state: busy or idle. This

pressure can be measured without load to a user and it includes useful information like changes

of in the pressure of key-typing, an arm, a mug, and so on. We carefully develop features which

can be determined by the sensed data and apply a classification learning method to identify user

states.

1 はじめに

近年の情報化社会において，ユーザは多くの情報通
知 (information notification)の中で仕事や生活をして
いる．その例として，メールやインスタントメッセー
ジなどの着信，Updateなどのアラートが挙げられる．
これらの情報は，ユーザが能動的に情報を入手するの
ではなく，システムがユーザに対して情報を提示する
形式を取る．ここで生じる問題として，情報提示タイ
ミングの妥当性が挙げられる．情報提示のタイミング
が適切でなければ，ユーザに不要なストレスを与える
ことになり，知的生産性が低下する可能性が指摘され
ている [1]．そこで，ユーザの状態を考慮した情報提示
の制御が必要となる．
ユーザ状態推定のためにはユーザを観測することが

必要である．例えば，キーやマウスの入力の頻度やタ
イミングを用いることが考えられる [2]．しかしこの手
法では，入力の頻度が必ずしもユーザの繁閑を反映し
ていない場合に情報提示タイミングの推定に利用でき
ないことや，ユーザが入力装置を利用していない場合
には推定できないなどの問題がある．他にWebカメラ
を用いてユーザの顔を撮影し，表情から推定する方法
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や，生体信号を測定する方法も考案されているが [3]，
顔の撮影やセンサをユーザに取り付けることは，ユー
ザへの心理的負荷が問題となる．
そこで本研究では，机上にかかる圧力を利用した新

たなユーザ状態推定手法を提案する．PCを用いる作
業において，机上にはキー入力の押圧や腕を乗せた際
の力，マグカップの重さなど，様々な圧力が加わって
いる．それらの大きさと変化，すなわちキー押圧の強
弱，腕に体重を乗せる度合いや位置，マグカップの中
身の減り方などには，ユーザ状態を推定するために有
用な情報が含まれていると考えられる．例えば，人は
熱中すれば自然と力が入り，キー押圧も普段より強い
力で行ったり，飲み物を口にする頻度が下がったりす
ることが考えられる．
また，机上にかかる圧力の測定はユーザにセンサを

取り付ける必要がなく，顔撮影のように個人情報を扱
うものでもないため，ユーザに物理的，心理的負荷を
与えることなく測定することができる．
一方，机上にかかる圧力を用いたユーザ状態推定に

関する研究は前例に乏しく，実際に推定が行えるか否
かの検証が必要である．
本研究は，机上にかかる圧力によってユーザ状態推定

が行えるか否かを明らかにし，その中で特に推定に寄
与する特徴を示すことを目的とする．これにより，ユー
ザ状態推定手法に新たな方法を与える．



2 圧力センサによるユーザ状態推定

2.1 圧力センサ

机上にかかる圧力を測定するため，机上に格子状に
測定点を持つ圧力センサシートを敷く．これにより平
面上の圧力分布を測定する．キーボード等机上に置く
物は全てこのセンサシート上に置き，作業もシート上
で行う．センサシートの大きさは 1m四方程度，圧力
分解能は 10g程度必要である．
これを満たす圧力センサシートとして，本研究では

図 1に示す LLセンサ ((株) シロク)を利用する．これ
は相互誘導を利用した圧力センサシートで，静電式や
抵抗式と比較して大面積のセンサを低価格に実現でき
る特徴がある．また，圧力分解能は使用する弾性材によ
り調整可能であり，既にキー押圧の強弱検知が可能な
ように調整済みである．センサ出力の例を図 2に示す．
但し，出力値の低い方から順に白，青，緑，赤，黒に
着色してある．この例ではセンサシート上にキーボー
ドを配置しタイピングを行なっている．楕円で示した
部分に腕が，四角で示した部分にキーボードが置かれ
ていることが見て取れる．

図 1: LLセンサ

図 2: センサの出力

2.2 特徴量

次に，圧力データから特徴量を抽出する．特徴量は，
前述のようなキー押圧や乗せている物体の重さ，位置，
それらの変化などといったものである．

2.3 推定方法

そしてそれらの特徴量から分類学習によりユーザの
繁閑を推定する．分類学習にはC4.5を用い，推論規則
を把握できるようにする．分類は割り込みの可否につ
いて，以下の 3段階で行う．

• 不可能：全ての割り込みを拒否

• 制限：重要度の高い割り込みのみ受容

• 可能：全ての割り込みを受容

3 むすび

本研究では，ユーザ状態推定の新たな手法として，机
上にかかる圧力を用いることを提案する．そのために，
ユーザ状態の 1つとして繁閑を取り上げ，システムか
らの割り込みの可否を推定できることを示す．現在，使
用するセンサを決定した段階である．今後被験者実験
を行い，有効性を検証する．
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